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素を白金系触媒表面に均一に分配する役割と電子を流す
役割を果たすため，導電性のカーボンペーパやカーボン
クロスが使われている。1セル当たりの発電電圧が0.6～
1 V程度であるためで7）～9），高出力を得るために乗用車
用途の場合では通常300～400セルが積み重ねられてい
る10
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を35～85 wt％添加する必要がある。添加量が多い方が
導電性は高まるが，その反面，カーボンフィラー同士の
凝集や樹脂がカーボンフィラーを完全に覆いきれなくな
ることによるボイド形成により，強度や水素ガスリーク
遮断性が低下する31）, 37）。また，カーボン－樹脂複合材料
は主に圧縮成形や射出成型によってセパレータ形状に成
型されるが，カーボンフィラーÅ気成が低い樹脂リ醲ペ
が 面に形成されるた巸∴が全看く すると丑
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